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通常総会／訃報

元
理
事 

長
岡
亨
先
生 

ご
逝
去

令
和
５
年
５
月
22
日
未
明
、
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
だ
っ
た

元
理
事
の
長
岡
亨
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
（
享
年

66
）。
本
会
が
愛
知
県
鍼
灸
専
門
師
会
と
し
て
発
足
し
た
当
初
よ

り
理
事
（
学
術
部
副
部
長
）
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
会
の
発
展

に
多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。臨
床
に
お
い
て
は「
鍼
灸
・

長
岡
治
療
院
」
の
院
長
と
し
て
多
く
の
患
者
様
か
ら
信
頼
を
得

て
お
ら
れ
、
公
務
で
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総
合
診

療
科
「
統
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
チ
ー
ム
」
で
の
活
動
、
学
術
面
で
は

全
日
本
鍼
灸
学
会
な
ど
で
の
症
例
報
告
の
発
表
も
精
力
的
に
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
本
会
が
担
当
県
と
な
っ
た
第
17
回
（
公
社
）
日
本
鍼
灸

師
会
全
国
大
会
in
愛
知
で
は
座
長
を
務
め
ら
れ
、
元
気
だ
っ
た

お
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
鍼
灸
師
と
し
て
の
業
績
は
も
と
よ

り
、
そ
の
温
厚
な
人
柄
や
優
し
い
笑
顔
は
、
周
り
の
人
を
安
心

さ
せ
、
尊
敬
で
き
る
大
変
魅
力
の
あ
る
先
生
で
し
た
。

謹
ん
で
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

会　

場
：（
一
社
）
愛
知
県
鍼
灸
師
会

　
　
　
　
　
　
　

  

事
務
局
２
階
会
議
室

議　
長　
　
　
：
長
尾 

茂

副
議
長　
　
　
：
廣
畑 

守　

議
事
録
記
録
人
：
池
田 
達　

議
事
録
署
名
人
：
石
井 
美
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
佐
合 
基
樹

司　
会　
　
　
：
山
田 

憲
治

令
和
５
年
６
月
４
日
（
日
）
10
時
よ
り
会

場
の
事
務
局
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
通
常
総
会
が

執
り
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
会
場
10
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
２
名
で
、
は
が
き
に
よ
る
委

任
状
お
よ
び
書
面
評
決
の
形
式
は
例
年
通

り
継
続
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
物
故
者
へ
の

黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
顧
問

議
員
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
後
、
池
田
達
先

生
か
ら
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
引
き
続
き
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
司
会
者
よ
り
議
長
に
長

尾
茂
先
生
、
副
議
長
に
廣
畑
守

先
生
が
指
名
、
選
任
。
定
足
数

の
確
認
を
行
い
、
委
任
状
お
よ

び
書
面
評
決
賛
成
者
43
名
、
出

令
和
５
年
度　
通
常
総
会
開
催

席
者
12
名
を
含
め
総
数
55
名
と
な
り
、
会

員
総
数
96
名
の
過
半
数
を
超
え
た
た
め
、

本
総
会
が
正
式
に
成
立
す
る
事
を
確
認
し

議
事
に
入
っ
た
。

審
議
に
上
が
っ
た
議
案
は
次
の
通
り

第
１
号
議
案
：
諸
般
の
報
告
に
関
す
る
件

第
２
号
議
案
：
令
和
４
年
度
事
業
報
告
な

ら
び
に
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案
：
令
和
５
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案
：
令
和
５
年
度
予
算
（
案
）

に
関
す
る
件

第
５
号
議
案
：
そ
の
他
の
提
案
議
案
（
議

案
は
な
し
）

全
て
が
承
認
、
約
１
時
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
た
総
会
は
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終
了

し
た
。
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活動報告

●
令
和
５
年
度
（
公
社
）
日
本

鍼
灸
師
会 

代
議
員
総
会
開
催

令
和
５
年
度
公
益
社
団
法
人
日
本
鍼
灸
師

会
定
時
代
議
員
総
会
が
６
月
18
日
（
日
）

に
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

万
世
橋
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
か

ら
は
長
谷
川
会
長
、
石
井
、
本
会
副
会
長

で
日
本
鍼
灸
師
会
業
務
執
行
理
事
の
児
山

先
生
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
よ
り
要
会
長
の
挨
拶
の
後
、

今
年
度
の
「
全
国
大
会
in
近
畿
」
の
案
内

が
ス
ラ
イ
ド
上
映
さ
れ
、
そ
の
後
議
長
が

選
出
、
総
会
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
代
議

員
数
91
名
の
う
ち
、
出
席
65
名
、
委
任
状

25
名
で
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
事
前
に
提
出
さ
れ
て
い
た

質
問
状
に
対
す
る
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し

た
が
、
質
問
で
き
る
の
は
質
問
状
を
送
付

し
た
代
議
員
の
み
と
の
説
明
が
さ
れ
、
そ

れ
に
対
す
る
異
議
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
外
部
監
事
を
な
く
す
と
い
う
定
款
変
更

の
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
協

議
の
結
果
、
こ
の
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
理
事
と
監
事
の
選
任
に
つ
い

て
選
挙
が
行
わ
れ
、
17
名
の
理
事
及
び
２

名
の
監
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
の

後
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
会
長
に
は

中
村
聡
先
生
（
静
岡
県
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
に
な
く
、
定
款
変
更
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
扱
い
を
事
前
質
問
し
て
い

た
の
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
が
ア
プ
リ
を

開
発
中
と
の
事
で
、
具
体
的
な
内
容
は
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
部
長
・
代
議
員　
石
井
美
恵
子

令
和
５
年
度
（
公
社
）
日
本
鍼
灸
師
会
代
議
員
総
会
後
に
日
鍼
会
理
事
監
事
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
本
会
副
会
長
の
児
山
俊
浩
先
生
が
見
事
当
選
、
副
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

【
役
職
】

公
益
社
団
法
人  

日
本
鍼
灸
師
会  

副
会
長

【
職
務
】 

研
修
事
業
担
当
（
公
１
：
国
際
）

公
衆
衛
生
事
業
担
当
（
公
３
：
広
報
普
及

IT
・
危
機
管
理
・
国
際
・
ス
ポ
ー
ツ
鍼
灸
）

法
人
管
理
担
当
（
他
１
：
ス
ポ
ー
ツ
鍼
灸
）

ス
ポ
ー
ツ
鍼
灸
委
員
会 

委
員
長
（
公
３
・

他
１
）

こ
の
た
び
日
本
鍼
灸
師
会
副
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
児
山
俊
浩
で
す
。

日
本
鍼
灸
師
会
で
は
、
国
民
の
利
益
に
な

る
た
め
、
医
療
と
し
て
の
鍼
灸
と
医
療
人

と
し
て
の
鍼
灸
師
の
発
展
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
医
療
で
あ
る
鍼

灸
を
、
国
民
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
ま
た
は

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
客
観
的
に
見

て
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
困
っ
て
い
る
患
者
様
を

鍼
灸
で
救
う
た
め
に
、
鍼
灸
師
の
資
質
の

向
上
と
鍼
灸
の
独
自
性
を
活
か
し
た
医
療

と
し
て
の
確
立
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
と
め
ま
す
と
、「
国
民
の
健
康
を
守
る

‼
」
こ
と
を
自
負
に
あ
ら
ゆ
る
難
局
に
も

真
剣
に
向
き
合
い
突
破
し
て
い
き
た
い
と

強
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
皆
様
と
と
も
に
一
致
団
結
し
て

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
‼

▲選挙で当選された先生方

児
山
俊
浩
副
会
長

日
鍼
会
副
会
長
に
就
任



第
�
回

鍼
灸
�
�
�
�
�

意
見
交
換
会

師
会
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
日
本
鍼
灸

師
会
か
ら
安
田
政
寛
副
会
長
、
各
県
師
会
の

有
志
も
含
め
て
総
勢
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は「
新
規
会
員
の
獲
得
に
つ
い
て
」「
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て
」「
鍼
灸
及
び
鍼
灸
師

の
今
後
に
つ
い
て
の
予
測
」「
公
的
機
関
へ
の

働
き
か
け
に
つ
い
て
」
と
大
き
く
４
つ
掲
げ
、

テ
ー
マ
ご
と
に
県
師
会
の
活
動
内
容
の
報
告

や
様
々
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
獲
得
は
「
会
に
所
属
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
ど

う
見
出
す
か
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
最
近

の
患
者
数
低
下
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
よ
り

も
、
物
価
高
騰
に
よ
る
来
院
控
え
で
あ
り
、

給
与
上
昇
に
伴
い
来
院
増
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
楽
観
的
な
見
方
も
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
鍼
灸
の
今
後
に
つ
い
て
は
「
鍼
灸
師

の
仕
事
を
世
間
に
ま
だ
ま
だ
伝
え
る
必
要
性

が
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
公
的
機
関
へ

の
働
き
か
け
に
は
、
制
限
付
き
と
は
い
え
助

成
金
や
補
助
金
が
行
わ
れ
て
い
る
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
理
事
や
会
員
の
枠
を
な

く
し
た
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

広
報
普
及
部　
佐
合
基
樹

令
和
５
年
６
月
２
日
（
金
）
21
時
か
ら
約
90

分
に
わ
た
り
、
本
会
が
主
催
と
な
り
「
協
賛

企
業
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
意
見
交
換
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
主
に
会
報
誌
広
告
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

鍼
灸
関
連
企
業
に
声
を
か
け
、
株
式
会
社
メ

イ
プ
ル
名
古
屋
代
表
取
締
役
社
長
の
岡
部
芳

幸
氏
、
セ
イ
リ
ン
株
式
会
社
の
武
田
典
嗣
氏
、

日
進
医
療
器
株
式
会
社
の
硲
口
（
さ
こ
ぐ
ち
）

寛
氏
、
本
会
か
ら
は
長
谷
川
会
長
、
児
山
副

会
長
、
村
田
学
術
部
長
、
石
井
女
性
部
長
、

佐
合
広
報
普
及
部
長
の
８
名
が
出
席
し
３
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

テ
ー
マ
に
は（
１
）ス
ポ
ン
サ
ー
の
意
味（
２
）

鍼
灸
師
会
や
鍼
灸
師
に
求
め
る
も
の
（
３
）

業
界
の
行
方
？
（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）
と
し
て
、

事
前
に
用
意
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に

企
業
担
当
者
の
回
答
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
会
を
進
行
。
や
や
答
え
づ
ら
い
と

思
わ
れ
る
内
容
に
も
快
く
ご
対
応
く
だ
さ
り
、

想
像
を
超
え
る
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー
ド
す
る
こ
と
は
「
持
ち
つ
持
た

れ
つ
の
意
味
も
あ
る
」
や
「
す
く
な
く
と
も

経
費
が
掛
か
る
の
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
か
ら
判
断
を
す
る
」
と
い
っ
た
回
答
や
、

師
会
や
鍼
灸
師
に
求
め
る
こ
と
に
は
「
顔
が

見
え
る
場
で
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
が

欲
し
い
」「
鍼
な
ど
の
備
品
提
供
は
折
半
が

望
ま
し
い
」と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
「
師
会
の
一
本
化
」「
鍼
灸
師
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
」「
製

品
の
使
用
に
つ
い
て
実
際
の
情
報
が
欲
し

い
」な
ど
に
話
題
が
上
り
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
本
会
か
ら
も
広
告
に
関
す
る
提
案
が
示

さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

意
見
交
換
会
と
固
い
タ
イ
ト
ル
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み
、

今
後
の
我
々
の
役
割
や
企
業
と
の
関
わ
り

方
、
広
告
宣
伝
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
新

た
な
気
づ
き
を
得
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

鍼
灸
師
会
と
企
業
と
の
こ
の
よ
う
な
話
し
合

い
の
場
は
い
ま
だ
か
つ
て
行
わ
れ
た
記
憶
が

な
く
、
今
後
も
継
続
し
て
欲
し
い
と
の
提
案

も
出
さ
れ
ま
し
た
。広

報
普
及
部　
佐
合
基
樹

令
和
５
年
４
月
22
日
（
土
）
21
時
よ
り
約
１

時
間
30
分
に
わ
た
り
第
２
回
鍼
灸
意
見
交
換

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
意
見
交
換
会
は
、
各
県
師
会
の
有
志
が
日

頃
抱
い
て
い
る
疑
問
に
対
し
、
他
県
の
先
生

方
の
意
見
を
聞
き
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
考

え
る
と
い
う
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
東

海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
師
会
長
が
中
心
と
な
り
令

和
４
年
８
月
６
日
（
土
）
に
第
１
回
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
第
２
回
目
と
し
て
静
岡
県
の
大

橋
教
正
会
長
、
本
会
の
長
谷
川
栄
一
会
長
の

声
掛
け
で
三
重
県
、
岐
阜
県
、
石
川
県
の
各

業
界
初
�
試
�
!?

協
賛
企
業
�
�

�
�
�
�
�
意
見
交
換
会
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会
場
は
パ
ロ
マ
瑞
穂
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
で
、
グ
ラ
ン
ド
の

周
辺
に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

角
に
、
簡
易
ベ
ッ
ド
２
台
、
受
付
用
テ
ー
ブ

ル
１
台
を
設
置
し
、
鍼
灸
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
ブ
ー
ス
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　
10
時
に
開
会
式
が
始
ま
り
、
準
備
運
動
や

愛
知
県
大
村
知
事
や
元
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

タ―
小
塚
崇
彦
さ
ん
の
来
賓
挨
拶
の
後
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
（
４
５
０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、
７

０
０
ｍ
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
ぼ
ち
ぼ
ち
我
々
の
ブ
ー

ス
を
訪
れ
る
人
が
で
て
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
学
生
さ
ん
が
鍼
施

術
に
興
味
を
も
た
れ
、
鍼
を
し
た
と
こ
ろ
肩

が
楽
に
な
っ
た
と
不
思
議
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
ご
婦
人
４
名

が
鍼
施
術
の
体
験
を
さ
れ
、
と
て
も
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー

の
方
々
が
次
々
鍼
灸
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
肩

や
腰
、
足
等
に
鍼
施
術
を
行
い
、
と
て
も
楽

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
4
月
22
日（
土
）、今
年
も（
一
社
）

愛
知
県
鍼
灸
師
会
の
有
志
５
人
（
長
谷
川
栄

一
、
児
山
俊
浩
、
池
田
達
、
坪
内
一
正
、
山

田
憲
治
）
で
Ｓ
Ｏ
Ｎ・
愛
知
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や
鍼
の
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
天
気
は
快
晴
で
し
た
が
少
し
風
が

強
く
、
ベ
ッ
ド
の
上
の
タ
オ
ル
が
飛
ば
さ
れ

そ
う
で
し
た
。
大
会
主
催
者
か
ら
い
た
だ
い

た
ス
タ
ッ
フ
用
の
青
い
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
い
た
の
で
す
が
少
し
肌
寒
い
感
じ
で
し
た
。

　
年
々
、
わ
れ
わ
れ
の
鍼
灸
ブ
ー
ス
を

訪
れ
る
人
が
増
え
て
お
り
、
鍼
灸
施
術

が
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
う
れ
し
い

限
り
で
す
。
鍼
灸
の
普
及
に
よ
り
誰
も

が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
に
な
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

備
品
提
供
：
セ
イ
リ
ン
株
式
会
社

▲チアの応援でスタート

▲本会の鍼ボランティア活動ブース

公
益
社
団
法
人
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
日
本(

�
�
�) 

�
愛
知

第
11
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

鍼
灸
�
�
�
�
�
�
参
加

▲24 名の方が鍼施術を受けた

報
告　
山
田
憲
治
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オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会 

感
想

特
に
初
学
時
は
魔
法
の
方
法
を
見
つ
け
よ
う

と
躍
起
に
な
り
ま
す
。
講
義
の
序
盤
に
、「
魔

法
の
ツ
ボ
」
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
勉
強

会
な
ど
で
「
〇
〇
の
症
状
に
は×

×

の
ツ
ボ

が
良
い
」
と
聞
い
て
、
臨
床
で
試
し
て
も
上

手
く
い
か
な
い
、
と
い
う
経
験
は
私
も
沢
山

し
ま
し
た
。

そ
の
原
因
の
一
つ
は
技
術
不
足
で
、
前
回
ま

で
の
講
義
で
技
術
を
高
め
る
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
原
因
が
知
識
を
正
し
く
運
用
で

き
て
い
な
い
こ
と
で
、
そ
の
た
め
の
理
論
を

学
ぶ
の
が
今
回
の
講
義
で
す
。
様
々
な
鍼
灸

流
派
の
勉
強
を
さ
れ
た
伊
藤
先
生
は
治
療
理

論
構
造
を
７
種
類
に
分
類
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
治
療
構
造
理
論
を
知
る
メ
リ
ッ
ト

を
４
点
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
現
在
、
自
分
が
学
ん
で
い
る
鍼
灸
流
派
の

治
療
内
容
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
今
か
ら
新
し
く
学
ぶ
鍼
灸
流
派
の
治
療
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
治
療
内
容
の
構
造
を
知
る
こ
と
で
、
治
療

の
意
味
付
け
が
で
き
、
治
療
効
果
が
あ
が
る

可
能
性
が
高
ま
る
。

④
治
せ
な
い
場
合
で
も
次
の
治
療
法
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
理
論
を
知
る
こ
と
で
、
ど
ん

な
流
派
を
学
ん
で
も
、
こ
の
理
論
に
当
て
は

め
る
こ
と
で
知
識
が
整
理
で
き
、
適
切
に
運

用
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
前
回
ま
で
に
学
ん
だ
技
術
論
と
合
わ

せ
れ
ば
、
こ
の
講
義
の
タ
イ
ト
ル
「
ど
う
し

た
ら
治
せ
る
の
か
」
の
答
え
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
知
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
す
が
、
今
回

の
講
義
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
に
つ
い

て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
も
毎
日

練
習
し
て
、
上
達
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
後
に
「
ど
う
し
た
ら
治
せ
る
の
か
」

の
基
礎
学
問
と
し
て
、
経
絡
機
能
解
剖
学
と

臓
腑
機
能
生
理
学
の
構
想
を
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
解
剖
学
や
生
理
学
な
ど
の
西
洋

医
学
と
、
経
絡
流
注
や
臓
腑
学
な
ど
の
東
洋

医
学
を
、
互
い
に
変
換
で
き
る
内
容
だ
そ
う

で
す
。

詳
し
い
内
容
は
伊
藤
先
生
の
鍼
灸
研
修
会「
知

足
」
で
教
え
て
も
ら
え
る
そ
う
で
す
。
私
も

参
加
し
ま
す
。
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

会
員　
毛
利
陽
介

第
10
回  

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

第
72
回　
学
術
講
習
会

令
和
５
年
3
月
19
日　

　「
ど
う
し
た
ら
治
せ
る
の
か 

３
」

講
義「
鍼
灸
師
の
理
論

　
　

  

ど
の
理
論
を
学
べ
ば
よ
い
の
か
」

実
技「
鍼
灸
治
療
の
技
術
」

講
師
：
伊
藤 

和
真
先
生
（
鍼
灸
研
修
会
・

知
足
代
表 

／
鍼
灸
治
療
院　
鶴
舞
社
中

院
長
）

３
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
伊
藤
和
真
先
生
の

「
ど
う
し
た
ら
治
せ
る
の
か
３
」
を
受
講
し
ま

し
た
。

第
１
回
・
第
２
回
で
の
刺
激
的
な
技
術
論
に

続
き
、
今
回
は
理
論
の
お
話
で
し
た
。
ど
う

し
た
ら
治
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
我
々
鍼

灸
師
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

▲実技にて指のトレーニング方法を披露（一部加工しています）
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経
験
豊
か
な
先
生
と
な
れ
ば
、
治
療
方
法
が

確
立
さ
れ
て
患
者
満
足
度
も
高
い
。

「
エ
コ
ー
、
別
に
必
要
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

の
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
で
す
。
医
師
免
許
が
な
く
て
も
生

体
の
中
身
が
画
像
や
動
画
で
見
え
る
っ
て
、

す
ご
い
と
思
い
ま
せ
ん
？
医
療
機
器
ク
ラ
ス

Ⅱ
っ
て
カ
タ
イ
言
い
方
で
す
が
、
体
温
計
と

同
じ
扱
い
の
機
器
な
ん
で
す
。
使
い
こ
な
せ

た
ら
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

画
像
を
読
み
解
き
活
用
で
き
れ
ば
、
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
ま
す
。

痛
み
の
も
と
を
特
定
し
治
療
、
患
者
に
は
「
鍼

を
し
て
状
態
が
変
化
し
た
の
で
、
こ
れ
で
楽

に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
！
」
と
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
初
診
患
者
の
不
安
な
気
持
ち
を
安
心
に

変
え
る
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
そ
う

で
す
。

ま
た
、
レ
ッ
ド
フ
ラ
ッ
グ
の
見
極
め
へ
の
活

用
や
、
医
師
な
ど
医
療
関
係
者
へ
は
鍼
施
術

に
よ
る
異
常
所
見
の
正
常
化
を
ビ
フ
ォ
ー
ア

フ
タ
ー
画
像
と
し
て
伝
え
、
一
目
瞭
然
の
説

得
力
あ
る
説
明
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し　
診
断　
は
ご
法
度
で
す
。
な
ん
だ

か
い
ろ
い
ろ
見
え
る
と
、
つ
い
口
走
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
医
師
法
違
反
で
す

の
で
要
注
意
。

そ
し
て
治
療
の
た
め
に
は
「
触
診
を
究
め
る

こ
と
が
大
切
」
と
銭
田
先
生
は
言
い
切
り
ま

す
。

エ
コ
ー
は
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
活
用
で

き
、
身
体
を
診
る
こ
と
の
正
確
さ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

第
11
回  

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

第
73
回　
学
術
講
習
会

令
和
５
年
６
月
18
日　

「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
エ
コ

ー
に
よ
る
鍼
灸
師
の
臨
床
・
教

育
・
研
究
・
経
営
の
深
化
」

〜
東
洋
医
学
とFascia
フ
ァ
シ
ア
の
可

視
化
に
よ
り
安
全
か
つ
信
頼
さ
れ
る
鍼
治

療
を
目
指
し
て
〜

講
師
：
銭
田 

良
博
先
生
（
理
学
療
法
士
・

鍼
灸
師
・
工
学
修
士 

／
株
式
会
社
ゼ
ニ

タ
代
表
取
締
役
）

　
エ
コ
ー
（
超
音
波
画
像
診
断
装
置
）
と
い

え
ば
銭
田
先
生　
と
短
絡
的
に
脳
内
で
つ
な

が
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
２
０
２
１

年
の
第
５
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
で
は
「
エ

コ
ー
を
用
い
た
腰
部
痛
に
対
す
る
評
価
と
治

療
」
の
講
義
、
あ
る
い
は
先
生
の
主
催
す
る

エ
コ
ー
に
関
す
る
各
種
講
習
会
の
紹
介
を
目

に
し
て
い
る
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
て

も
う
ま
く
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
が
気
の
せ
い
で
し
ょ
う
。
今
回
の
講

義
は
、
エ
コ
ー
を
鍼
治
療
だ
け
で
な
く
研
究

や
経
営
を
含
め
、
多
角
的
に
生
か
そ
う
と
い

う
お
話
で
し
た
。

で
は
、
臨
床
で
実
践
的
に
活
用
す
る
エ
コ
ー

の
使
い
手
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
に
ど
れ

だ
け
の
時
間
を
か
け
て
学
び
、
臨
床
に
組
み

込
む
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
こ
は
個
人
差
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

銭
田
先
生
の
き
め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
待
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
安
心
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

エ
コ
ー
を
使
う
こ
と
は
、
初
学
者
に
と
っ
て

は
身
体
を
理
解
し
、
過
剰
な
鍼
刺
激
や
刺
鍼

ミ
ス
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
上

達
の
早
道
に
な
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
今

ま
で
の
診
方
の
答
え
合
わ
せ
に
も
な
り
、
よ

り
正
確
な
治
療
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
す
。

数
十
年
の
臨
床
経
験
は
、
身
体
を
診
る
た
め

の
ル
ー
テ
ィ
ン
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
興
奮
よ
り
も
、

わ
ず
ら
わ
し
さ
が
先
に
立
ち
が
ち
で
す
。
で

も
、
久
し
ぶ
り
に
そ
れ
が
逆
転
す
る
魅
力
的

な
ツ
ー
ル
と
講
義
で
し
た
。

さ
て
、
問
題
は
安
く
な
っ
た
と
は
い
え
３
桁

万
円
を
少
し
切
る
お
値
段
。
将
来
の
た
め
に

は
大
変
役
に
立
つ
も
の
、
と
講
師
の
力
強
い

声
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
は
金
銭
で
葛

藤
し
な
い
よ
う
に
な
る
た
め
の
先
行
投
資
で

し
ょ
う
か
。

会
員　
佐
合
基
樹

●Fascia

（
フ
ァ
シ
ア
）
と
は

「
筋
膜M

yofascia

に
加
え
て
腱
、
靱
帯
、
脂
肪
、

胸
膜
、
心
膜
な
ど
内
臓
を
包
む
膜
な
ど
骨
格
筋
と

無
関
係
な
部
位
の
結
合
組
織
を
含
む
概
念
で
あ
り
、

そ
の
線
維
配
列
と
密
度
か
ら
整
理
さ
れ
る
」
も
う

１
つ
は
「
鞘
、
シ
ー
ト
、
あ
る
い
は※

剖
出
可
能

な
結
合
組
織
の
集
合
体
で
、
裸
眼
で
肉
眼
的
に
確

認
可
能
な
程
の
大
き
さ
が
あ
る
。
そ
し
て
、fascia

は
皮
膚
と
筋
の
間
、
筋
周
囲
、
末
梢
神
経
と
血
管

を
つ
な
ぐ
、
そ
れ
ら
関
連
構
造
を
も
含
む
」　

（
一
般
社
団
法
人 

日
本
超
音
波
鍼
灸
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

引
用
）

※

剖
出
と
は
解
剖
学
の
用
語
で
、
内
蔵
や
筋・神
経
・

血
管
を
見
る
た
め
に
周
囲
の
疎
性
結
合
組
織
や
脂

肪
組
織
を
取
り
除
く
こ
と

▲配信は銭田治療院から

▲ポータブルエコーは解像度に制限があるも、
　実用に耐える性能とのこと　　

▲実技も披露された
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令
和
５
年
10
月
８
日
（
日
）・
９
日
（
月
）

の
２
日
間
、
富
山
県
鍼
灸
師
会
が
担
当
と

な
り
富
山
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
会
館
に
て

「
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
が
開
催
さ

れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
１
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。
本
会
か
ら
は
、
長
谷
川
会
長
と

山
田
副
会
長
の
２
名
が
出
席
し
た
。

日
鍼
会
か
ら
は
中
村
会
長
、
児
山
副
会
長

（
兼
愛
鍼
会
副
会
長
）
が
出
席
し
、
各
県

師
会
か
ら
は
代
表
役
員
が
２
〜
３
名
出
席

し
た
。

１
日
目
は
、
中
村
会
長
よ
り
日
鍼
会
の
現

況
説
明
が
あ
り
、
あ
は
き
法
第
一
条
改
正

推
進
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
、
介
護
予
防
総

合
事
業
参
入
、
地
域
連
携
等
の
方
針
が
説

明
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
県
の
活
動
報
告
、
日
鍼
会
へ

の
要
望
や
質
問
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
医

療
連
携
等
の
質
問
に
対
し
て
は
、
中
村
会

長
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

２
日
目
は
、
各
県
師
会
か
ら
出
さ
れ
た
議

案
等
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。
鍼

灸
の
将
来
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
、「
業

団
及
び
鍼
灸
関
連
企
業
、
学
校
な
ど
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
た
。

来
年
度
は
石
川
県
鍼
灸
師
会
が
担
当
と
な

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

副
会
長
・
財
務
部
長　
山
田
憲
治

●
令
和
�
年
度
東
海
北
陸
�
�
�
�
会
議

  (

一
社)

愛
知
�
愛
鍼
�
�
岐
阜
�
三
重
�
静
岡
�
富
山
�
石
川

▲ 1 日目の夜に懇親会が開催された

愛知県感染症対策局より感謝状が贈呈されました

令
和
５
年
10
月
22
日
（
日
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
お
け
る
協
力
団
体
等
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
名
古

屋
市
中
区
鯱
城
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
、
長
尾
理
事
が
代
表

で
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
状
は
愛
知
県
感
染
症
対
策
局
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
貢
献
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
・
事
業
者
に
対
し
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
会
は
今
後
も
感
染
症
対
策
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
活
動
な

ど
様
々
な
形
で
県
と
の
協
力
体
制
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
５
年
10
月
29
日
（
日
）
愛
西
市
あ
い

さ
い
さ
ん
祭
り
の
東
洋
医
学
コ
ー
ナ
ー
に

て
、
お
灸
・
小
児
は
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
九
七
名
の
小
児
〜
成
人
の
様
々
な
方
が

次
々
に
来
場
さ
れ
、
鍼
灸
を
体
験
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私
自
身
が
今
年
、
学
校

を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
初
め
て
の
経
験

に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
先

生
方
の
優
し
い
対
応
に
心
が
救
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
体
験
者
の
個
々
の
症
状
に
向

き
合
っ
た
丁
寧
な
問
診
や
施
術
に
感
動

し
、
充
実
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
主
に
受
付
を
担
当
し
ま
し
た
。
体
験

に
来
場
さ
れ
た
８
割
の
方
は
鍼
灸
未
経
験

者
で
「
痛
い
？
熱
い
？
」
な
ど
不
安
気
な

表
情
で
し
た
が
、
体
験
後
に
は
「
身
体
が

暖
か
く
な
り
気
持
ち
よ
か
っ
た
、
あ
の
先

生
の
所
に
通
い
た
い
、
近
く
の
良
い
鍼
灸

院
を
教
え
て
欲
し
い
・
・
」
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
鍼
灸
に
対
し
て
前
向
き
な
感

想
を
持
ち
、
笑
顔
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
じ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

子
供
達
も
「
全
然
痛
く
な
か
っ
た
よ
！
」

と
ク
ジ
引
き
で
当
た
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
嬉

し
そ
う
に
持
っ
て
、
手
を
振
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

◆ 

�
�
�
�
�
�
祭
� 

鍼
灸
�
�
�
�
�
�
�
参
加
�
� 

◆

▲ 大人から子供まで多くの方が訪れた

▲ くじ引きを楽しむ様子

▲ 受付の様子

私
に
と
っ
て
は
幼
少
期
よ
り
身
近
な
存
在

の
鍼
灸
で
し
た
が
、
想
像
以
上
に
未
経
験

者
は
多
く
、
痛
み
や
熱
さ
な
ど
へ
の
不
安

や
恐
怖
心
を
抱
い
て
い
る
事
に
驚
き
ま
し

た
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
機
会
を
通
し
て
体

験
し
て
い
た
だ
く
事
で
、
１
人
で
も
多
く

の
方
が
鍼
灸
治
療
に
関
心
を
持
っ
て
く
だ

さ
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

日
本
は
少
子
高
齢
化
と
近
年
の
感
染
症
の

流
行
も
あ
り
、
個
々
の
健
康
へ
の
関
心
も

高
ま
っ
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
健
康
で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
事

へ
の
選
択
肢
の
一
つ
に
鍼
灸
が
あ
る
事
を

知
ら
な
い
方
は
ま
だ
ま
だ
多
く
、
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
活
動

を
継
続
し
て
い
く
事
は
、
と
て
も
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
近
年
は
鍼
灸
師
の
国
家
試
験
の

合
格
率
も
高
く
、
毎
年
約
三
，〇
〇
〇
人

が
新
た
に
鍼
灸
師
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
鍼
灸
師
が
担
え
る
で
あ
ろ
う
役
割
や

期
待
も
高
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
元
気
で
過
ご
せ
る
方
々

が
も
っ
と
増
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
信
頼

さ
れ
る
鍼
灸
師
と
な
る
た
め
に
は
正
し
い

知
識
や
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
え
る
豊
か
な
人
間
性
や
感

性
な
ど
様
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

先
輩
鍼
灸
師
と
の
交
流
や
施
術
見
学
な
ど

を
通
し
て
学
ぶ
事
は
多
く
、
成
長
の
機
会

に
な
り
ま
す
。
今
後
も
是
非
、
継
続
し
て

参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、
も
っ
と
若

い
鍼
灸
師
の
方
々
に
も
、
是
非
お
す
す
め

し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た

事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

備
品
提
供
：
セ
イ
リ
ン
株
式
会
社

会
員　
岡
田
貴
美
華
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令
和
５
年
10
月
21
日
〜
22
日
、
第
18
回(

公
社)

日
本

鍼
灸
師
会
全
国
大
会
が
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク(

兵
庫・京
都
・

滋
賀
・
福
井
・
奈
良
・
和
歌
山
・
大
阪)

が
主
管
と
な
り
、

大
阪
府
泉
佐
野
市
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ

ー
ト
を
会
場
に
開
催
。今
大
会
で
は
７
つ
の
県
師
会
か

ら
実
行
委
員
を
選
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
と
魅
力

を
生
か
し
た
形
で
催
さ
れ
、５
つ
の
専
門
講
座
、公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、公
開
講
座
、ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、学

生
カ
ル
タ
大
会
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、会
場
ホ
ー

ル
で
は
企
業
展
示
は
も
と
よ
り
、
各
師
会
に
よ
る
個
性

的
な
展
示
や
縁
日
風
の
屋
台
も
出
さ
れ
大
会
を
彩
り
ま

し
た
。そ
の
模
様
を
お
伝

え
し
ま
す
。

わが街、はり・きゅうのある暮らし  ～ バック・トゥ・ザ・鍼灸 ～

・米倉まな先生はご自身の心身の病気をきっ
かけに鍼灸師となった。日々、患者と向き合う
中、活動の一つとして発達障害等のグレーゾー
ンに当てはまる方々の社会支援に目を向けて
いる。行政などと共に活動しており、その実態
を伝え働きかけ認知していく事が重要とした。

・牧紀男先生は京都大学で防災研究を行う教授。
被災後の鍼灸師の業務を守る防災対策の備えと
活動について、専門家の視点から話された。

◆ 開会式

●公開シンポジウム 鍼灸 ( 東洋医学 ) が根付く街

▲ 会場のスターゲイトホテル関西エアポート

◀ 左：南出賢一市長　右：米倉まな先生
▼ 左：日比泰広先生　右：牧紀男先生

◀ 中村会長となり初めての全国大会。
会長挨拶の後、来賓から祝辞の言葉を
いただいた。

●専門講座１ 鍼灸師としての防災と復興支援
－困難な被害状況を乗り越える鍼灸師の活動と備え－

武田充史先生は耳鍼の効果について全く信用していなかった。ところがマラ
ソンの鍼灸ボランティア活動時に、その効果を目の当たりにし没頭するよう
になったとのこと。実技では電子温灸器を使った治療方法が披露された。

▼ 武田充史先生

▶ 電気温灸器を使用した実技

●専門講座 2 耳介療法による疼痛ケア ( 実技供覧 )

10月２1日
（土）

・大阪府泉大津市では令和 5年 4月に「泉大津
市健康づくり推進条例」が制定された。その市
長である南出賢一氏は、その条例を基に行政が
中心となって市民の健康と QOL を高める方策
を示し実行している。その具体的な内容が語ら
れた。

・鍼灸地域支援ネット理事長として活動する日
比泰広先生は、被災地での鍼灸支援活動につい
て具体例を示して説明された。平時からの準備
と、災害時の必要とされる配慮が大切と説いた。

◀ ご来賓の皆様
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第 18 回（公社）日本鍼灸師会全国大会 in 近畿

市橋研一先生は東洋医学に精通する異色の整形外科医。韓国で出
会った食事療法と鍼治療を組み合わせた「八体質医学」に魅せら
れている。今では外来診療にも取り入れており、その内容が紹介
された。

▲ 市橋研一先生

●専門講座３ 整形外科からみた鍼灸
－八体質医学の紹介－

▲ 企業展示にも多くの参加者が詰めかけた

▼ 金魚すくいでお祭りの雰囲気

▶ 消防隊員による AED講習会
◀ 乾杯の様子

●展示の様子

講習会後は同ホテル宴会場にて懇親会が催された。
全国から約１５０名が参加し、意見交換に花が咲いた。

◀ 余興に落語家の笑福亭由瓶氏が招かれた

八体質医学の考え方の紹介 ▶

・小児科医の児玉和彦先生は自身の鍼
灸受診経験から東洋医学を診療に取り
入れている。鍼灸と西洋医学と医療連携
の可能性と、小児のレッドフラッグを見
落とさないことについて分かりやすく
語られた。

▲ 児玉和彦先生

▼ 油谷真空先生による実技

●専門講座 4 医療連携と小児鍼の可能性（実技供覧）

経営コンサルタントの加納光氏による経営についての
講座は、冒頭から鍼灸師会への苦言で始まり、会場が一
時静まり返った。トラブル時の対応や儲かる仕掛け、部
下の育て方などについて独自の観点で語られた。

◀ 加納光氏

●専門講座５

令和時代の儲かる経営術＆
儲かる働き方・自分の評価を
上げる方法

関西医療大学大学院准教授の戸村多郎先生は未
病評価の研究を行い、養生について広く活動を行
っている。社会における予防医学としての鍼灸の
役割の必要性を説いた。

戸村多郎先生 ▶●ランチョンセミナー
鍼灸による未病治療の可能性を考える

－ 地域に根差す医療とは －

●公開講座

奇跡のすぐそばにいること

全国大会締めの講座は、産科医療を舞台とした漫画
で、ドラマにもなった「コウノドリ」のモデルとされる
産婦人科医の荻田和秀先生。妊娠、出産、子育てにいた
るまで医療がどのように関わるのか、また、ドラマの
テーマとなった妊娠や子育てに関する現状や問題点、
その解決策などの知見を述べられた。荻田和秀先生 ▶

・児玉先生の「小児の風邪は鍼灸で対応
できる」と述べられたことをふまえ、油
谷真空先生の北辰会独自の診断法によ
る、てい鍼や打鍼法を用いた実技が披露
された。

10月２2日
（日）
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◆ 閉会式 東洋療法学校協会が主催で開催されたカルタ大会。個人
戦と団体戦が行われ、学生らの白熱した戦いが繰り広げ
られた。例えば、肺経の経金穴は？の問いの後、経穴名の
書かれたカルタを取って勝敗を決める。「ツボが覚えら
れ試験に役立つ」と笑いを誘っていた。

今大会実行委員の挨拶や、
来年の主催県師会である福
岡県鍼灸マッサージ師会へ
会旗の受け渡しが行われ、
盛況のうちに閉幕した。 ▲ 取り札を探すまなざしが真剣

●学生プログラム

学生対抗要穴カルタ大会

▲ 閉会のあいさつを述べる児山副会長▲福岡県鍼灸マッサージ師会の古賀会長に
会旗が手渡された

▲ 実行委員長の荒木善行先生

第１９回の全国大会は、令和６年１０月２６日（土）～２７日（日）に福岡県福岡市の
「みらいホール＆カンファレンス」にて開催される。テーマは原点回帰～未来に伝えたい鍼灸の技術（わざ）～。

●
定
例
理
事
会
報
告

2
0
2
3
年
3
月
26
日　
令
和
４
年
度

第
6
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

事
務
局
お
よ
び
W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）10
時
〜
12
時

出
席（
理
事
監
事
）12
名
／
委
任
出
席
３
名
／
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

な
し
／
議
事
記
録
人
：
池
田 

達

★
報
告
事
項
／
各
部
報
告

【
学
術
部
：
高
橋
】学
術
講
習
会
に
つ
い
て

【
広
報
部
：
佐
合
】あ
い
し
ん
l
e
t
t
e
r
９
号
経
過
報
告

【
組
織
部
：
児
山
】組
織
部
報
告

【
保
険
部
：
廣
畑
】保
険
取
り
扱
い
報
告

【
総
務
部
：
池
田
】総
会
資
料
に
つ
い
て

【
渉
外
部
：
長
尾
】
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
に
つ
い
て
、
令
和

４
年
度
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
の
件

★
議
案 

・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
者
に
つ
い
て
（
児
山
）↓
石
井
先
生
が
担
当

と
な
る

・
災
害
救
護
班
の
具
体
的
な
作
成
と
連
絡
網（
廣
山
）↓
検
討

・
山
田
鑑
照
先
生
名
誉
会
員
推
薦
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）↓
す

で
に
退
会
さ
れ
て
い
る
が
、
会
へ
の
貢
献
を
考
慮
し
て
推
薦

す
る
。全
員
賛
成
議
決
。

・
協
賛
企
業
と
の
意
見
交
換
会
開
催
（
佐
合
）↓
開
催
内
容
に

つ
い
て
提
示
検
討

・
80
歳
以
上
の
会
員
会
費
免
除
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）↓
定
款

変
更
を
検
討

・
I
T
よ
り
サ
ー
バ
ー
移
転
と
ド
メ
イ
ン
変
更
に
つ
い
て

（
牧
）↓
日
鍼
会
の
サ
ー
バ
ー
移
転
経
緯
と
本
会
の
サ
ー
バ
ー

移
転
に
つ
い
て
説
明
。ド
メ
イ
ン
変
更
も
全
員
賛
成
議
決
。

・
学
術
講
師
予
定
に
つ
い
て
（
高
橋
）↓
講
義
内
容
検
討
と
申

し
込
み
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
鍼
灸
意
見
交
換
会
開
催（
長
谷
川
）↓
参
加
募
集

・
会
員
増
強
に
つ
い
て（
長
谷
川
）↓
今
後
の
検
討
事
項

2
0
2
3
年
8
月
27
日　
令
和
5
年
度

第
1
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

事
務
局
お
よ
び
W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）11
時
〜
13
時

出
席（
理
事
監
事
）11
名
／
委
任
出
席
３
名
／
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

な
し
／
議
事
記
録
人
：
池
田 
達

★
報
告
事
項

１
．日
鍼
会
代
議
員
総
会
に
つ
い
て（
長
谷
川
）

２
．各
部
報
告
／

【
総
務
部
：
池
田
】愛
鍼
会
総
会
報
告

【
学
術
部
：
高
橋
】
第
73
回
学
術
講
習
会
、
三
県
合
同
学
術
講

習
会
に
つ
い
て

【
女
性
部
：
石
井
】
あ
い
さ
い
さ
ん
祭
り
鍼
灸
体
験
コ
ー
ナ
ー

参
加
者
防
臭
に
つ
い
て　
　

【
広
報
部
：
佐
合
】あ
い
し
ん
l
e
t
t
e
r
９
号
発
刊
予
定
、

6
月
2
日 

協
賛
企
業
と
の
意
見
交
換
会
開
催

【
組
織
部
：
児
山
】
入
退
会
報
告　
S
O
N
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
ア
ジ
ア
大
会
に
つ
い
て

【
保
険
部
：
廣
畑
】保
険
取
り
扱
い
報
告

【
渉
外
部
：
長
尾
】
県
知
事
表
彰
該
当
な
し
、
来
年
度
は
山
田

理
事
、長
尾
理
事
が
該
当
予
定

【
財
務
部
：
山
田
】事
業
は
特
に
な
く
大
き
な
収
支
変
動
な
し

３
．豊
田
市
高
杉
先
生
訪
問（
長
谷
川
）

★
議
案 

・
中
部
大
学
C
A
A
C
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）↓
昨
年
と
同
じ

メ
ン
バ
ー
に
て
継
続

・
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
長
谷
川
）↓
出
席
は
長
谷
川
、山

田
、児
山（
日
鍼
会
副
会
長
と
し
て
）

・
日
本
柔
整
師
会
保
険
指
導
会
出
席
（
長
谷
川
）↓
視
察
後
報

告・
日
鍼
会
臨
時
代
議
員
総
会（
長
谷
川
）↓
出
席
後
報
告

・
広
告
協
賛
企
業
契
約
時
特
典
に
つ
い
て
（
佐
合
）↓
H
P
へ

バ
ナ
ー
広
告
、講
習
会
で
の
商
品
P
R
、会
員
M
L
へ
の
広
告

活
用
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
全
員
賛
成
決
議
。

・
三
県
合
同
講
習
会
に
つ
い
て
（
高
橋
）↓
11
/
26
ウ
イ
ン
ク

あ
い
ち
に
て
開
催
、
豊
田
三
九
郎
病
院
高
杉
医
師
に
講
演
依

頼
予
定（
長
谷
川
、児
山
で
訪
問
予
定
）

・
あ
い
さ
い
さ
ん
祭
り
東
洋
医
学
コ
ー
ナ
ー
（
石
井
）↓
今
年

も
10
月
29
日
開
催
に
て
理
事
ら
が
参
加
。ま
た
会
員
か
ら
も

広
く
募
集
す
る
。セ
イ
リ
ン
に
も
協
力
要
請

・
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
（
長
谷
川
）↓
参
加
要
請
あ

り
。11
月
11
日
開
催
。

・
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
（
児
山
）↓
２
０
２
６
年
に
愛
知

に
て
開
催
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
今
後
検
討

・
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
の
連
絡
網
（
廣
山
）↓
す
で

に
作
成
済
み
。災
害
時
の
連
絡
網
な
ど
は
M
L
を
利
用
す
る

の
が
よ
い
か
。他
県
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
も
M
L

で
行
う
。災
害
当
事
者
に
な
っ
た
場
合
は
今
後
検
討
の
余
地

あ
り
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● 

お
知
ら
せ

【
保
険
研
修
会
】

令
和
6
年
1
月
〜
3
月
の
間
に

Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

研
修
内
容
は
以
下
の
項
目
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

１
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険

　
　
証
に
お
け
る
重
要
事
項

２
．
令
和
6
年
秋
ご
ろ
の
保
険
証

　
　
廃
止
に
あ
た
り
「
オ
ン
ラ
イ

　
　
ン
資
格
確
認
」
の
義
務
化

３
．
取
り
扱
い
注
意
事
項

４
．
返
戻
事
項

内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。

保
険
取
り
扱
い
会
員
の
方
は
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
が
決
ま
り
次
第
、
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
に
て
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

保
険
部
：
廣
畑 

守

【
学
術
講
習
会
】

日
程
は
未
定
で
す
。

随
時
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

９
号
は
約
７
か
月
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
行
事
は
平
常
通
り
で
進
行
し
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ

た
気
が
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
全
国
大
会
の
あ
っ
た
昨

年
比
で
す
の
で
、
行
事
ご
と
に
準
備
し
本
番
を
迎
え
る

こ
と
の
緊
張
感
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
撮
影
取
材

に
出
向
い
た
の
で
、
全
国
大
会
記
事
が
多
め
な
の
は
ご

了
承
の
ほ
ど
を
。

▼
様
々
な
業
種
で
会
場
参
加
型
研
修
会
、
講
習
会
が
増

え
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
個
人
的
に
は
大
賛
成
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
さ
も
理
解
し
ま
す
が
、
自
ら
出
向
く

こ
と
に
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
生
の
会
場
の

雰
囲
気
は
得
難
い
も
の
で
す
。

▼
と
こ
ろ
で
早
く
か
ら
大
流
行
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

久
し
ぶ
り
に
感
染
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
以
来
、
高
熱
に
う
な
さ
れ
ま
し
た
。
高
熱
だ
け
で
な

く
頭
痛
、
鼻
水
、
関
節
痛
と
お
ま
け
は
た
く
さ
ん
。
そ

れ
で
も
処
方
さ
れ
た
薬
で
早
め
に
回
復
し
た
の
で
す
か

ら
、
現
代
医
療
に
感
謝
で
す
。

▼
し
か
し
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
第
二
波
が
あ
り

ま
し
た
。
口
唇
ヘ
ル
ぺ
ス
で
す
。
や
や
疲
れ
が
出
る
と

唇
に
一
つ
二
つ
、
水
疱
を
ぽ
つ
ぽ
つ
作
り
腫
れ
ぼ
っ
た

く
、
し
ば
ら
く
の
間
う
っ
と
う
し
い
で
す
ね
（
ヘ
ル
ペ

ス
持
ち
の
方
は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か
と
）　
今
回
の
暴

れ
よ
う
は
人
生
最
大
、
カ
ト
ち
ゃ
ん
ひ
げ
（
ヒ
ト
ラ
ー

の
ひ
げ
と
い
っ
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
？
）
の
よ
う

な
形
状
で
広
が
り
、
口
内
か
ら
鼻
の
中
ま
で
浸
食
、
日

常
生
活
で
は
都
合
が
悪
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
口
が
開

け
に
く
い
の
で
、
話
し
に
く
く
、
食
べ
辛
い
。
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
を
塗
布
す
る
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
劇

的
回
復
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
徐
々
に
治
る
の
を
待
つ

の
み
で
し
た
。

▼
根
本
的
に
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
を
駆
逐
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
味
に
つ
ら
い
の
で

根
絶
薬
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

▼
と
に
も
か
く
に
も
、
み
な
さ
ま
体
調
管
理
に
お
気
を

つ
け
い
た
だ
き
、
よ
い
年
末
年
始
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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